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【研 究 ノー ト】

フランスの前期中等教育における

「市民教育」のプログラム

亀 喜 信

フランス共和国(以 下フ ランス と略記)で は、1985年 の学習指導要領 改訂 に よって 「市民教

育」(educat童oncivique)が 教科 として独 立 した。 コレー ジュ(college目 本の中学校 に相 当)1で

は、4年 間 を通 じて この 「市民教 育」が週1時 間教 え られ る。日本 の中学校では、 「歴 史」と 「地

理」が1・2年 次 に教 え られ 、3年 次にな って よ うや く 「公 民」が1年 間で教え られ る。 フラ

ンスでは、早い時期 か ら時 間をかけて、段階 を踏みつつ 「市民教 育」が行 われるのであ り、こ

の教科 がいかに重視 され てい るかが伺われ る。 この研 究は、フ ランスの 「市民教 育」のプ ログ

ラムをも とに、 この教科の特徴 と狙 いを明 らか にす ることを 目的 とす る。

プログラム

最初 に、フランス国家教育省 の出 した 『歴 史 ・地理、市民教 育 プ ログラム と手引き』(2004

年改訂版)2に 述べ られて いる、 市民教 育の内容 を確認 してお く。

第6学 年(コ レー ジュ1年 次)の プ ログラムでは、市民教 育 とは 「人間 と市民 との形成」で

あ り、以下の三つの主要な 目的 に対応す る と規定 されている。

①人間 と市民の権利 の教育。 そのために民主主義 と共和国を基礎付 け、組織す る原理 と価 値

を学び、制度 と法を知 り、社会的 ・政治的生活の規則 を理解す る。

②個人 と集 団の責任感(sensdesresponsabilites)の 教育。

③判断力の教育。 とくに批判 的精神の行使 と討論の実践による。

1フ ラ ンスでは 日本 の小学校 に相 当す るエ コール(6cole)が5年 間
、中学校 に相 当す るコレー ジュが4年

間 とな ってい る。 コ レージ ュ1年 次 は第6学 年 と呼ばれ 、 日本 では小学校6年 生 の年齢 に当たる生徒 が学

ぶ。 コレージ ュ2年 次(日 本の 中学1年 次)は 第5学 年 、3年 次(日 本 の中学2年 次)は 第4学 年 、最終

の4年 次(日 本の 中学3年 次)は 第3学 年 と呼ぼれ る。
2HISTOIRE -GEOGRAPHIE ,EDUCATIONCIvlQUE,ProgrammesetAccompagnement,Re6ditionseptembre

2004.以 下 、PAと 略 し、このプ ログラムか らの引用 は本文 中の()内 に略号 とペー ジ数 を示す。なお、

このプ ログラムはCNDP(Centrenationaldedocumentationp6dagogique)の ホー ムペ ージか らダ ウンロー ド

で きる。

URLはhttp://www.cndp.fr/produits/detailsimp・asp?Ref=755AO800
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この三つ の教育 によ り、生徒 は 「市 民生活 」(laviedelacit6)に 参加す る準備 をす るこ とにな る

(PA,37)。

また 、 「新 しい進 め方」と して、生徒の年齢 とレベル を考慮 に入れ 、根本 となる概念 と価 値 を

中心 にプ ログラムを組み、 コ レー ジュの4年 間をかけて、これ らの概念 と価 値 を様 々な観 点か

ら繰 り返 し取 り上 げ、深 めてい く。そ して生徒 は、学 んだ知識 を 日常生活 の 中で用 い、状 況 と

そ の問題 を分析す るよ うに教育 され る。 そ のために調査研究の方法、情報 の選択 と理解、批判

的判断 と討論 を行 うための教育を受 ける(PA,38)。 各学年 の章立ては以下の通 りで ある。

第6学 年:1.学 校の意味2.人 間の権利 と義務3.生 活環境 と自然環境へ の責任

第5学 年:1.平 等2.連 帯3.安 全保障(s6curit6)

第4学 年=1.自 由と権利2.フ ランスの司法3.人 権 とヨー ロッパ

第3学 年:1.市 民 ・共和国 ・民主主義2.共 和国の権力組 織3.政 治 的 ・社 会的 シテ ィ

ズンシ ソプ4.民 主主義 の討論5.防 衛 と平和

第6学 年 は導入で あ り、生徒の生活の場で ある学校の意味を考 えつつ、人 間の権利 と義務 を

理解す る ことか ら始ま る。 生徒は 自分のアイデ ンテ ィテ ィを確 かめ、他者 を尊重 し、学校 生活

に参加 し、行動 と勉 強に責任 を持つ よ うに教育 を受 ける(PA,38)。

第5・ 第4学 年(コ レージ ュ2・3年 次)の プ ログラムの基礎 とな るのは、民 主主義の価値

と原理が人間の権利 に基づ くとい う認識 であ る。そ して批判 的精神 の訓練 と討論 の実践が特に

重視 され る。まず第5学 年は、差別 との戦い とい うテーマを通 して、平等 の原理 の持つ意 味 を

理解す る。 また連帯 と安全の概念 が学ばれ 、市民の責任 を理解す るよ う促 す。次 に第4学 年で

は様 々な権利が示 され、また フランスの司法制度 を詳 しく学ぶ ことに よ り、生徒 は社会生 活に

お ける権利 とい うものの位 置を考え る。更に ヨー ロ ッパにおけ る人権保護 を学び、 「ヨー ロッパ

市民で あること」(citoyennet6europeenne)の 基礎 を理解す る。前期 中等教 育の 中軸 となる この

2年 間の プログラムは、市民 と法 との関わ りを明 らかにす るこ とを 目的 とす る。市 民を育て る

こ とは 「礼儀i」(civilit6:他 の市民 を尊重す るこ と)を 教 えるこ とであ り、社会生活へ の教 育で

ある とともに、政治的な意 味の市民教育 を含 む。共和国は憲 法に基 づ くと同時に市 民の 「徳 」

を要求す る とい う立場か らこのプ ログラムが作 られてい る(PA,97-98)。

市民教育のプ ログラムは、第6学 年か ら第3学 年へ と、 「人間」か ら初 めて 「市民」へ と進 む。

第3学 年(コ レー ジュ4年 次)の プ ログラムでは政治制度 を知 り、政 治的 ・社会的生活 を動か

してい る論理を理解 す ることに よって、判断力 を培 うこ とが主題 とな る。それに よって生徒 は、

民主主義 を支え る原 理 と価 値を具体的に習得す る。 「市民」「共和 国」 「民主主義」といった概念

は、政治生活の土台を明 らかにす る。 そ して共和国の権 力組織 は、国の制 度 と行政 を表 してい

る。 政治的 ・社会的な シテ ィズンシ ップは、集 団生活 と政治 的 ・社 会的参加 を重視す るもので

あ る。そ して国防 と平和は、フランスの責任 を定義す る(PA,179)。 また第3学 年で は、フ ラン

ス、 ヨー ロッパ、世界 とい う異な る次元で シテ ィズ ンシ ップが問題 に され る。

以上 で確認 した、フランスの コ レー ジュにお ける4年 間の市民教育プ ログラムは、 「人間」と

い うものか ら出発 し、それ を 「市民」へ と育て るとい う目的に貫かれ ている。 出発点 に置 かれ

る 「人間」とは、権利の主体 としての平等な個人 である。 目的 に置かれ る 「市民」とは、 「共和
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国」の政治 に参加す る権利 を持 ち、また義務 を担 う人間で ある。多 くの移民 を抱 え3、国民(nation)

の統合 が大きな課題 となってい るフランスでは、 「市民」とい う法的地位 は、政教分離の原則 の

うえに成 り立っ極 めて純粋 な政治的存在 として構想 され ている。 フ ランスに とって市民教育 と

は、国民の統 合 とい う国の存立 を左右 しかねない重要 な政策 的意 味を持ってい る。大津 尚志 に

よれば、 フランスの市民教育の 目的 は、共和主義 とい う単一 の価値観 に国民 を統合す るこ とで

あ り、従 って地域社会 よ りも 「不可分 の共和国」の方 に重点 が置かれ 、地方 自治は限定的に し

か認め られない4。多元的な価値観や宗教 を持つ 人々を受 け入れ つつ 国家 として存立す るために

は、 どこかに一元的な大枠 を据 えなけれ ばな らないわけである。

人権の主体 と しての 「人間」か ら政治 的主体 としての 「市民」 を形成す るために、市民の権

利 と責任の教育が為 され る。そ して権利 を行使 し責任 を負 ううえで必要 な事柄 が教 え られ る。

それは先ず共和国の政治の仕組み の知識 であ り、現実 の状況 につい て情報 を入 手 し、分析 し、

適切 な判断 を下す能力で あ り、他 の市 民 と討論 を通 して物事 を決 める とい う実践 である。 これ

だけの資質 を身 に付 けた市 民を育 てるためには、ゆっ くりと時間 をか けて段 階を踏 んだ教育プ

ログラムが必要で ある。それ はもちろん コレージュの4年 だ けで済む こ とではな く、エ コール

か らリセ まで市民教育 は続 け られ る。 コレージュの4年 間で は、上記 のプログラムに従い、年

齢 と能力 に応 じて、基本的 な概念 を多様 な視 点か ら繰 り返 し取 り上げ、身 に付 け、実生活で使

えるよ うに教育 が行 われ る。 それ は 日本 の 「公 民科」 のよ うに、 中学校の3年 次 に1年 間で足

早 に通 り過 ぎるだ けの教育 とはま った く重みの異なる もので ある。

市民教育のプ ログラムを一貫す るのは、 「民主主義 の価値 と原理が人間の権利 に基づ く」とい

う立場 である。人間 が人間 である限 り、宗教や 文化 の違い を越 えて持 ってい る人権 とい う概念

が、 フランスの共和主義 を支 える。 フランスの市民教育 の教科書 を眺 めて最 も印象深 いのは、

第4学 年で教 え られ るフランスの司法制度 に関す る章 である(本 研 究の末尾 に資料 として市民

教育の教科書 の内容 を箇条書 きにま とめてある)。 日本 の中学公 民 とは比較 にな らぬほ ど、司法

制度 について詳細 に説明 され る5。そ こには、共和 主義 を支 えるのは人権であ り、人権 を守 るの

は司法で あるとい う認識 を、生徒 に しっか りと身 に付 けさせ よ うとい う目的が明確に現れ てい

る。 もちろん市民は単 に権利 を持つ だけではな く、義務 も負 うてい る。 しか し市民の権利 が侵

害 され る とき、市民 は義務 を果たす こ ともできな くな るのであ り、その基本的な認識 がフラン

スの 「市民教育」を支 えてい る。 市民の義務 とは、 まず市民の権利 を守 るこ とで あ り、それ は

単に 自分の権利 を守 るだけではな く、市民 とい う地位 を持つす べての人の権利 を守 ることであ

る。 「連帯」 とい う市民の義務 の根拠 もそ こにある と思われ る。

31NSEE(lnstitutNationaldelaStatistiqueetdesEtudesEconomiques)に よ れ ば
、 フ ラ ン ス 本 国 に お け る 移 民

の 数 は 、2004年 で お よ そ490万 人 、 全 人 口 の8.1%を 占 め る 。INsEEの ホ ー ム ペ ー ジ 参 照 。uRLは

http://www.insee.fr/fr/ffc/ipweb/ip1098/iplO98.html
4大 津 尚 志 「イ ギ リス ーフ ラ ン ス の 前 期 中 等 教 育 公 民 科 に お け る 教 育 目標 と評 価 」

、 『公 民 教 育 研 究 』vol.12

(日 本 公 民 教 育 学 会 、2004)所 収 、p.122.
5Nathan社 の 教 科 書Demain

,citoyensの 第4学 年 用(2002年 版)で は 、 第2部 が 司 法 の 説 明 で あ り、 実 に3

7頁 が 割 か れ て い る 。 日 本 の 場 合 、 例 え ば 東 京 書 籍 の 『新 し い 社 会 公 民 』(2005年 版)で は 、 司 法 の 説

明 は6頁 に 過 ぎ な い 。
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そ して民主主義が衆愚政 治に陥 らない よ うに、 「批判的精神 の訓練 と討論 の実践」が特 に重視

され るこ とにな る。第5・ 第4学 年 のプ ログラムの手 引きには、 「討論」(d6bat)は 個人 が 自分

の考 えを表 明す るための手段であ り、他者 の考 え と向き合 うこ とは、討論 が成 り立 ち、民 主的

な社会 が生まれ るための必要条件 である と述べ られてい る(PA,108)。 自分 を含 め、人 々を同 じ

市民 として尊重す ること、様々な人々の考 えと向 き合 い、多様 な視点 か ら物 事 を考 える とい う

態度 を身に付け ること、それが市民の 「礼儀 」(civilit6)で ある。そ して批判 的精神 は、法その

ものに も向 け られ る。法は必ず しも正 しい とは限 らない。法は変化す る もので あ り、ある歴 史

的時点での選択 を表すのであって、あ くまで 「公的 な討論」(d6batpublic)か ら生 まれ る もので

あ る(PA,109)。 市 民の権利 は法に記 され 、法は司法 によって守 られ るが、法 自体 は市民の討論

か ら生まれ、市 民の討論 によって変更でき るもので ある。討論の実践 が民主主義 を現実化 し、

支 える。それ ゆえフランスの市民教育の教 科書に は、 自 ら考 え、調べ 、発表 し、討論す るよ う

に促 すテー マや 質問が、ふ んだんに盛 り込 まれ てい る。例 えばNathan社 で出 してい る教科書

De〃lain,citoyens佛6学 年)第1章 「学校 の生活」では、導入部で 「代表 の選 出」 とい うテー

マが取 り上 げ られ 、い くつかの情報が提示 され た後 、6個 の質問が用意 され てい る。それ は 「①

教室の代表 とは何 か ②誰が選挙に立候補 で きるか、誰が投票す るか ③ どうい う条件で、候

補者 は1回 目の選挙 で当選で きるか ④代 表選 挙は ど うい う段階 を踏むか ⑤代表 の役割 は何

か ⑥代表 はクラス会議 のあいだ何 をす るか、また会議の後では何 をす るか」 とい う具体的で

実践的な ものである。 その後 に5つ の節 があ り、各節 に5つ ない し8つ の設 問があ る。 そ して

第1章 の終 わ りに 「生徒 のあいだの争いをいかに解決す るか」 とい う討論のテーマ が用意 され

てお り、 「①生徒 のあいだの どの よ うな争い を知 っていますか?② 争 い を解決 す るため にど

ん な方法 を見つ ける ことがで きますか?③ 仲裁 はなぜ重要ですか?④ 仲裁 はあ らゆ る場合

の争 いに用 い るこ とがで きます か?⑤ なぜ校 内の規則 は異 な る制裁 を提案 す る と思 います

か?」 とい う5っ の設 問が ある。 こ うした問題 について 自ら考 え、調 べ、発表 し、討論す るこ

とによって 、互 いの意 見を尊重 し批判 的精神 と討 論のスキルを備 えた市民 を育成す る ことが、

フランス の 「市民教育」の骨子 である。

フランスの市 民教 育の教科書の特徴については、すでに大津尚志がま とめてい る。 それ を簡

潔 にま とめる と以下の通 りである。

① 日常生活 に密着 している:生 活の場であ る学校は、ルールに従って共同生活 をす ることを学

ぶ場で あ り、 「教育共 同体」(communaut66ducative)で あるこ とを 自覚 させ る。また教育を受 け

る権利 と ともに、少年法(少 年の非行)に ついて学ぶ。市民教育は暴力対策 の一環 として も位

置付 けられてい る。

②道徳 教育 と結びつい てい る:平 等、自由、連帯 、友愛、人間の尊厳な ど、 「共和国 の価値 」が

教 え られ る。

③憲法教育が、権利 や制度 の実社会 にお ける機 能 を中心 に教 え られ る。

④思考力の重視:思 考、発 表、討論 を重視。評価で は論証 をす る能力が問われ る。

⑤学際性 の重視

大津は この分析 に基づ いて、 フランスの市民教育が教科書上の知識 に止ま らず、 日常生活 、実
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社会 を 「生 きる力 」を育成す る教育である と指摘 してい る6。確 かにフ ランスの市 民教 育は実生

活 に密着 し、道徳教 育 とも結びつ き、 自分で考 え、発表 し、討論す る とい う実践 的な教 育であ

る。しか しその根 底 にあるのは、単に 「生 きるカ」ではな く、互 いの人権 を尊重す る平等 な 「市

民 として生 き る力」の教育で ある。 これは価 値 の多元性 を認 めつつ 、国民(国 家)の 統合 を確

保す るための、細 くて険 しい道であ る。市民 として身 に付 けるべ き道徳 とは、 「憐れみ」や 「思

いや り」 といった主観的 ・情緒的 なもので はな く、人 間は等 しく権利 を持 ち、他者 の権利 を尊

重 し、互 いの権利 を守 るた めに連帯すべ きで ある とい う 「共 和国の価値」 の認識 に基づ くもの

であ る7。感情 は私 的な もので あ り、多様で ある。 「市 民」 とい う法的地位 は、感 情や利 害、価

値観 な どの私 的で多様 なもの とは独立 に設定 された、 「公的 な」存在 であ る。フランスは、多元

性 を私 的領域 の事柄 とし、 それ とは独立 なもの として一元的 な公的領域 を設定す るこ とによっ

て、人々の多元性 と国民(国 家)の 統合 とを両 立 させ よ うとす るのである。そ して 「市民」 と

は、 この公 的領 域 において人 々が担 う地位 で ある。価値 の多元性が人 々の あいだ に激 しい対立

を生みかねない場合 、多元性 と統合 とは 「自然 に」両 立す るこ とはな く、二つ を異な る次元で

両立 させ うる人間 を教育 によって 「人為的 に」形成 しなけれ ばな らない。石堂常世は、 日本で

は学校 教育が 「市民」 を育成す る とい う発想 に立つ人 は少 な く、む しろ 「人間形 成」を 目指す

と考 えられてお り、 ここに両国の学校教育の使命 に対す る意 味 ・理解 の根本的ズ レがあ ると述

べてい る8。市民 とい うのは政治体に帰属す るメ ンバーで あ り、政治生活 に参加 す る権利 を有 し

義務 を負 う平等 な法的地位 で ある。

しか し池 田賢市 によれ ば、フランスにおいて この よ うに市民教育が重視 され るよ うになった

のは、移 民の問題 、特 にイ スラー ムの社会的統合の問題が あるか らで ある。校内暴力 の よ うな

若者 の問題 が多発 す るよ うになった背景 には、 フランス生 まれ の移 民の子 ども(第 二世代)へ

の社会 的差別 、経済 的格差 の問題 があ る9。また私的 な もの と公的 な もの とを分離 し、 「個人 の

抽象化 とい うフ ィル ター」を通 るこ とを強制す る市 民教育 は、 「きわめてナ シ ョナルな、排他 的

な実践へ と転化 してい く危険」 を孕 んでもい る10。多元的な ものが分解す るこ とな く統合 され

るためにいかな る方 途が あるのか、それは フランスー国だ けの問題 ではな く、欧州連合 の よ う

な国家連合 を形成 し維 持す る上で も、大きな課題 とな る。 しか しフランスは少 な くとも、 この

課題 を明確 に 自覚 し、それ に対応 しよ うと一つの選択 を 自覚的 に行い、実行 しよ うとしている。

学校で のいわ ゆる 「スカー フ事件 」な ど、問題 は多 くくすぶ ってお り、時にそれ が暴動 な どの

形 で爆発す るが、問題や対 立 と向き合 うとい う姿勢 は維持 してい る。 それ に対 して 日本で は、

6大津 尚志 「フランス のコ レー ジュにお ける公民科教科書分析 」
、 『公 民教 育研 究』vol.IO(日 本 公民教育

学会、2002)所 収 、pp.70-74.
7石堂 常世は

、 フランスは 「知識 を熟成 させ た道徳性 」を 目指 してお り、それは事実認識 を基盤 とし、知識

の伝 達を原 理 とす るの であって、情緒的 、感情的 な 日本 の道徳教育 とは異 なる と指摘 してい る。石堂常世

「"市民性v'の育 成 を 日仏 教科 書に さぐる」 、 『日仏教育学会年報』 第3号(日 仏教育学会、1997)所 収 、

pp.64-65,
8石堂
、前掲書、p.59.

9嶺 井 明子(編)『 世界 のシテ イズンシ ツプ教育』(東 信堂
、2007)、PP.164-165.

lo嶺井
、前掲書、p.168.

43



価値観の多元性や経済格差などが、まだ激 しい対立となるほどには先鋭化 していない(よ うに

見えるが、それは筆者がよく見ていないだけかもしれない)。中学の公民科が3年 次の1年 間で

済まされ、討論の訓練 も不十分で、いじめがあっても見て見ぬふ りをしてや り過 ごす ことを覚

える日本の中等教育では、この課題に取 り組むための準備す らまだできていないと言 うべきだ

ろう。

「市民」の意味

フランスの 「市民教育」の教科書 では、 「市民」 とは どの よ うに定義 され てい るのだ ろ うか。

Nathan社 の教科書Demain,citの ・enの記述 と他 のフランス語の辞書 にお け る記述、また 日本 の中

学 「公民科」の教科書な どを比較 しつつ検討 してみ る。

Nathan社 の教科 書で 「市民」 とは、第6学 年 では 「自国の政治生活 に参加 す る権利 を有す る

人」、第5学 年 では 「国家の完全 なメ ンバー と認 め られ た人。自国の政治生活 に参加 す る権利 を

有す る。」、第3学 年で は 「政治的共 同体ない し国家の完全なメ ンバー と認 め られ た人で、メ ン

バー はそ の政治的共同体に参加 す る権利 を持っ。」と規定 されて いる。いずれ も市 民を参政 権 を

有す る人 間 として捉 えてい る。既 に見た とお り、市民教育 とは人権 を有す る平等 な人間を出発

点 と し、国家の メンバー と して参政 権 を有 し連帯す る市民を育成す るこ とを 目標 とす る。 出発

点 におかれ るの は単独で捉 えられ た個 と しての存在 であ り、 目標 に置かれ るのは政治 的共 同体

を形成 してその 中で互いの権利 を尊重す る存在 であ る。 単独 の個 としての人間 も、生 まれ なが

らに人権 を有す る存在 と して認 め られ る。しか し市民で ある限 りの人間 は、他の市民 を尊重 し、

他 の市民 と共同体 を作ってそ こに参加 し、生活す る存在 として構想 され る。

フランスの 『政治哲学事典』では、近代 の 「市民」は 「人間 」 との コン トラス トにおい て、

ま た主権 との関わ りにお いて定義 され ると述べ られて い る。 「自然状態 」か ら離 れた人 間 は、

「協定」(契 約convention)に よって主権 を創設 し、その主権 に よって政治体の メンバー即 ち市

民 となる。 市民は公 共の善 を考慮 し、そ の代 わ りに政 治体に よって権利 を守 られ る11。っ ま り

「人間」 は、生 まれなが らに持つ権利 を守 るために主権 を創設 し、政 治体 を構成 し、その メン

バー とな ることによって 「市民」 となる。 それ ゆえ人間が市民 となるためには、 自分の権利 は

何 で あるのか、それ を守 る政治体 とは何 か、その政治体 を構成す る一員 であ るとはいかな るこ

とか を理解 しな けれ ばな らない。それが市民教育の骨 子であろ う。

しか しヨー ロ ソバにおいて、市民が帰属す る政 治体 は もや は従来 の国民国家だ けではない。

欧州連合 に帰属 す る 「ヨー ロッパ の市民であ ること」(citoyennet6europeenne)も また、市民教

育 のカ リキ ュラムに含 まれ る。竹 島博 之に よれ ば、 「グ ローバル化す る現代世 界の中で重要 なの

は、単一 の国民国家 とい う閉 じた圏域 の中でのみ通用す る臣民的 一公 民的資質を養 うのみ な ら

ず 、流動化 し多様化 の進む国際社会 の状況 に対応す る市民的資質や社会構築 力をいかに育むか

11Raynaud
,P.etRials,S.(direction),Dietionnaかedephi'osophiepo〃tique,PUF,1996,p.96.
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とい う課題 に取 り組 む こと」で ある12。 コ レージ ュの市民教育 のカ リキュラムでは、 この取 り

組 みは以下の ように進 む。

第6学 年:「 文化遺産 に責任 を持つ」とい う大項 目の なかで、人類 が共有す る遺産 と して世界文

化 遺産について学び、それ を保存す る責任 について学ぶ。

第5学 年:「 連帯」 とい う大項 目のなかの一部 で、国連 やNGOな どの国際的な連帯の組織 につ

いて学ぶ。

第4学 年 二「人権 とヨー一・mッ パ」 とい う大項 目で、 「ヨー ロッパ 市民であ ること」を主題的 に学

ぶ。第1に ヨー ロ ッパの共通の文化遺産(民 主主義 、キ リス ト教 、資本 主義な ど)、 共有 され た

価値(自 由、立憲国家)に よって ヨー ロッパの一体性(unit6)が 成 り立ってい ること。第2に

ヨー ロ ッパ諸国が文化的 に異 なるこ と、例 えば言語 の違 い、キ リス ト教 の違 い(カ トリック、

プロテ スタン ト、ギ リシャ正教)、 民主 主義 の多様 な形態(中 央集権型 、連 邦型)、 法制度や教

育制度 の違 い、 国家 と宗教 の関係の違 いな ど。第3に ヨー ロッパ評議会(Conseild'Europe)と

ヨー ロッパ人権協定 の説明。最後 に欧州連 合 とヨー ロソバ市民 の権利 ・アイデ ンティティ(欧

州連合 の旗 、歌 、記念 日、ユー ロ通貨 、ス ローガン)、 ヨー ロッパ市 民を結 びつける価値 と統治

システ ムな どについて学ぶ。

第3学 年:フ ランス とい う国家 と欧州連合 との関わ り、フランス市民 である こととヨー ロ ッパ

市民である こととの関わ りにつ いて 、政 治制度や 市民の権利、選挙制度 、防衛体制 な どを中心

に学ぶ。 また国連 について も第5学 年 よ り詳 しく学ぶ。

現在 の 日本 の 『中学校学習指導要領(平 成10年12月)一 社会編 一』には、 「教科 の 目標」 と

して以 下の よ うに掲 げ られ ている。 「広 い視 野に立って,社 会に対す る関心 を高め,諸 資料 に基

づ いて多面的 ・多角 的に考察 し,我 が国の国土 と歴 史に対す る理解 と愛情 を深 め,公 民 と して

の基礎 的教養 を培 い,国 際社会 に生 き る民主的,平 和的な国家 ・社会 の形成者 として必要 な公

民的資質の基礎 を養 う。」13。 唐木清志 に よれば、 「公民的資質 」 とい う言葉が社会科の 目標 に

入れ られ たのは 『昭和42年 版 小学 校社会科学習指導要領』が最初で、そ こでは公 民的資質 とは

「市民社 会の一員 としての市 民、国家 の成 員 としての国民 とい う2つ の意 味を含 んだこ とば と

して理解 され るべ き」 と記述 されて い るとい う。そ して 「皇 民」には天 皇制 国家が、「国民」に

は国民国家 が、「市 民」 には市 民社会 が前提 とな り、 「公 民」は 「国民」 と 「市民」の中間で両

者 の性格 を併せ持 ち、前提 となる社会制度 も国民国家 と市民社会 の両方 をあ る程度含む と述べ

てい る14。 ここで言 われ る 「市民」 とは、特権や身分制度 か ら解放 された、財産 と教養 を持っ

自由で平等 な個 人を指す と思 われ る。 また 「国民」 とは、国家 を構成 し国家の一員 である人々

を指す と思われ る。 その両方 の意味 を含む 「公 民」 とは、 自由で平等 な権利 を有 し、国家 の一

員 である人々を指す とい うこ とにな る。 しか し 『広辞苑』(第5版)で は、 「公民」の意味 の一

っ として、「国政 に参与す る地位 にお け る国民。 市民。」 とい う定義 が挙げ られてい る。 更に 日

本語で は、「市民」 と言 えば 「市の住 民」 とい う意 味 もあ り、「公 民」 と 「市民」 とい う言葉の

12シ テ イズンシ ツプ研究会編 『シテ イズ ンシ ップの教育学』(晃 洋書房
、2006)、P.2.

13文部 科 学省 『中学校 学習指導 要領(平 成10年12月)解 説 一社会編一』(大 阪書籍 、2004)、P.19.
14嶺井
、前掲 書、pp.45-46.
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意 味に曖昧 さと混乱が ある。 国家の メンバー に して参政権 を有す る人 を指す場合、む しろ 「国

民」 を使 うことの方が多い(国 民主権 な ど)。 前記 の学習指導 要領 で も、 「国 民」 とい う言 葉の

頻度が圧倒的に高 く、 「市民」 は歴 史分野 で 「市 民革命」 として出て くるのみ 、 「公 民」は 「国

民主権 を担 う公民」な どわず かである(主 権 を担 う国民 とい う表 現な ら分か るが 、国民主権 を

担 う公民 とい う表現は どうい う意味 なのだ ろ うか)。 そ して 日本 の現在 の学習指導要領 の 「公 民

的分野」 の 目標 は4つ あ り、そ の第一 は 「個人 の尊厳 と人権の尊重 の意義、特 に 自由 ・権利 と

責任 ・義務 の関係 を広い視野 か ら正 しく認識 させ 、民主主義 に関す る理解 を深 める とともに、

国民主権 を担 う公民 として必要 な基礎的教養 を培 う。」である。この 目標 については、民主主義

の本質が人権尊重 の原理 にあ り、民主社会 において個人 は互い に基本 的人権 を尊重す るこ とが

基本 である と述べ てい る。そ して 「国民主権 を担 う公 民」 を育て るた めに、断片的知識の詰 め

込み に陥 らない ように、「知識 ・能カ ー態度 を一体的な もの と して身 に付 け させ る必要が ある」

とし、それ を意味す る 「教養 」 とい う語を用い ると説明 して いる15。 しか し公民 に必要な知識

・能力 ・態度 を一体的 なもの として身 に付 けるた めの方法については、具体 的な言及 はない。

そ もそ も中学校 の公民科 は3年 次の1年 間 しか教 えられない。その1年 間で、た とえ 「基礎 的」

教養 と限定を付 ける として も、一体 どれだ けの ことが身に付 け られ るのか疑 問である。 と りわ

け、討論 とい う仕方 で問題 を解決す る とい う実践的な能力は、時間をか けて段階的 に じっ く り

と習得 され るべ きものであろ う。それだか らフランスでは、コ レー ジ ュの4年 間 をかけて調査

・分析 ・発表 ・討論 とい う 「市民的生活」のスキル を育成す るのであ る
。 公民 として弁 え るべ

き 「基 礎的教養 」を軽ん じておいて、ボ ランテ ィア活動や 国歌斉 唱を義務化 してみ ても、「公 民

的 資質」 な ど育つ はず がない。単に 「お上の命 令には従 う」 だけの従順 で統治 しやすい人 間が

生産 され るだ けであろ う。

東京書籍 の中学校教科書 『新 しい社会 公 民』(2005)に は、「市 民」 も 「公 民」 も 「国民」

も定義 され てい ない。索引には 「市民」も 「公民」も載 ってお らず 、「国 民」は 「国民主権」 「国

民 の義務」 とい う項 目で載 ってい るだけである。本文 中では、例 えば 「国民が政治 に参加 して、

国民 による政治が行われて こそ、民主政治 といえます。」(同 書35頁)の よ うに、 「国民」 とい

う言葉が用い られてい る。 「市民」とい う言葉 は、 「地球市民」とい う用法 でのみ用い られ 、 「わ

た した ち一人ひ とりが地球の一員であ るとい う意識 をもって、地球的課題 の解 決に努 力 しよ う

とす る地球市民 としての資質が求め られ ています。」 と述べ られてい る(同 書125頁)。 この記

述の 中にすでに、 「市民」とい う言葉の含意す る 「帰属」(集 団 ない し政治体 の一員 であ ること)

と 「責任」(政 治体 のメンバーが共有す る課題の解 決に努 力す る こと)と い う二つの契機 が現れ

てい るが、そ の点 について説明はない。 「公 民」とい う言葉は、教科書 のタイ トル として出て く

るだけで、本 文中では使 われ ない。

*本 研 究は科研費(課 題番号18520022)の 助成 を受 けた もので ある。

15『 中 学校学習指導要領(平 成10年12月)解 説 一社会編 一』
、pp.llg-120.
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【資料】 フランス 「市民教育」教科書の内容

使 用 教 科 書:Touritlon,A.-M。etHeymann-Doat,A.(dirction),De〃iain,citoyens,Nathan

第6学 年(コ レー ジュ1年 次)(2004年 版テキス ト使 用)

第1部 学校の意味

第1章 中学校での生活

教育を受ける義務、運営する組織、生徒の権利 と義務、決定する組織、仕事に責任を持ち

自立する

第2章 教育:す べての人の権利

公教育instructionpubliqueの 歴史、憲法に記 された教育を受ける権利、公共事業としての

教育、宗教的中立

第2部 人の権利 と義務

第3章 人のアイデンティティ

生まれると子どもは名前と苗字を与えられ る。

国籍:人 を公式に国家に結びつけ、そこで市民となる権利を与える絆

市民:国 の政治的生活に参加する権利 を持つ人

アイデンティティの公的証明 としての戸籍

第4章 生徒:未 来の市民

市民の権利 と義務:参 政権

民主主義:す べての人に人権を保障 し、その うち市民が参政権を持つ政治制度

権利は他者の権利の尊重によって制限される。一般の利害を個人の利害より優先

すべての人は法を守 り税金を払 う義務 を持ち、市民はまた国防の義務を負 う

投票権 と被投票権

市民 となる訓練:ボ ランティアとしてアソシエーションに参加 し、他者のために能力を役

立てる。そこで共同生活の規則を守 り、連帯することを学ぶ。

連帯:人 々が相互に助け合い支える関係

第3部 環境 と文化遺産に対する責任

第5章 環境に責任 を持つこと

①環境破壊と環境保護 ②国、地方自治体、個人の責任:リ サイクル、ゴミの分別

第6章 文化遺産に責任を持っこと

文化遺産 とその保護、世界遺産 とその保護
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第5学 年(コ レー ジュ2年 次)(2005年 版 テキス ト使用)

第1部 平等

第1章 法の前の平等

フランスでいかに平等が獲得 されたか、世界ではどうか

平等は法の内にいかに認められているか、不平等を禁 じる法

第2章 差別の拒否

違いを受け入れる寛容、偏見 と差別、人種主義 と反ユダヤ主義への反対行動

性差別、女性に対する暴力な ど

第3章 人の尊厳

子 どもを虐待か ら守る、麻薬か ら身を守る、健康を守る

第2部 連帯

第4章 連帯の精神

①連帯 とは何か、 日常の実践 ②相互扶助のアソシエーシ ョン、それへの参加

③国際的な連帯、その組織

第5章 制度 としての連帯

社会保険、社会保障制度

社会保障の赤字をいかに減 らすか一病気の予防、ジェネ リソク薬品の使用

最低生活の保障、社会から排除 された人々を再び社会に編入する

第3部 安全

第6章 日常の安全

①学校の安全一恐喝、暴力 ②交通安全 ③警察、憲兵:犯 罪に対 し公的秩序を守る

第7章 重大な危険に対 して

①地震、洪水、森林火事、台風、ダムの決壊、工場爆発、原発事故など

②損害の補償:国 や地方公共団体、保険会社 ③危険を予防 し、援助を組織す る

第4学 年(コ レー ジュ3年 次)(2002年 版テキス ト使用)

第1部 自由と権利

第1章 人権と市民の権利

①法によらずに逮捕、拘禁 されない権利 ②私的生活の保護、個人情報の保護 ③移動の

権利、EU内 での移動の自由 ④思想 と表現の自由、集会 と結社の自由 ⑤参政権 と政党、

外国人参政権について

第2章 社会権

①労働者の権利、労働の権利 と失業問題 ②教育の権利、健康を守る権利 ③排除と闘 う

のは集団の責任 ④障害児を学校に受け入れる、従業員20名 以上の企業は障害者を雇用

する ⑤住居のない人々の保護、住居の保障
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第3章 情報の問題点

①市民の責任を自由に果たすため情報の自由は不可欠 ②情報の多元性 を守 る ③メデ

ィアに対す る検閲、監視 ④情報の自由と規則一名誉穀損は罪

第2部 フランスの司法

第4章 司法の原理

①法の名において自由を守る司法 ②裁判を受ける権利、控訴、上告の権利

第5章 司法組織

①罪の違いに応 じた異なる裁判所 ②裁判への手続 ③原告は訴えることができるが復

讐は禁 じられる ④被告が有罪 と判断 された場合、司法は社会復帰の手段を講 じる⑤重罪

院とその改革 ⑥小審裁判所と大審裁判所一民事訴訟 ⑦特殊な裁判所一商事裁判所、社

会保障問題裁判所 ⑧民事裁判所はまず和解の道 を探 る ⑨労働裁判所の仕組み と役割

⑩行政裁判所 と国務院Conseild'Etat⑪ 未成年の裁判一教育的制裁

第3部 人権 とヨーロッパ

第6章 人権 とヨーロッパ市民であること

①西洋文明の共通遺産:民 主主義、キリス ト教、資本主義 ②法治国家の勝利 ③ ヨーロ

ッパの一体性を基礎づける共通の価値 ④それぞれの国家のアイデンティティー複数の

公用語を認 める国家 もある ⑤ どの国家もマイ ノリティの文化的アイデンティティを認

め外国人を統合 している ⑥民主主義の多様な形態 ⑦信仰の 自由はどの国でも認めら

れるが、国家と宗教 との関係 は多様(フ ランスは政教分離)⑧ ヨーuッ パ評議会Conseil

del'Europe:人 権の尊重のための活動 ⑨ ヨーロッパ人権条約(1950):国 際的な人権擁i護

の最初のシステム ⑩ ヨーロッパ人権裁判所 ⑪ ヨー ロソパ連合一ヨーロッパ市民の権

利

第3学 年(コ レー ジュ4年 次)(2003年 版テキス ト使用)

第1部 市民 ・共和国 ・民主主義

第1章 市民 ・共和国 ・民主主義

①市民とは何か、国籍 とは何か ②市民の参政権、主権の表現としての普通選挙 ③市民

権 と社会権 ④市民の義務 ⑤ ヨー ロッパ市民の地位 ⑥フランス共和国の原理:平 等、

人民主権、不可分なフランス、政教分離、公教育 ⑦ フランス共和国の象徴:国 旗、国家、

スローガン ⑧民主主義 と欧州連合

第2部 共和国の権力組織

第2章 第5共 和制の制度

①第5共 和制の憲法 ②行政権 ③立法権

第3章 地域 と地方 自治体の統治

①中央行政 と地方行政 ②地域圏、県、市町村の会議、分権 と協力 ③欧州連合における

フランス
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第4章 選挙

①選挙の仕組み ②地方、国、欧州連合の選挙

第3部 政治的 一社会的シティズンシップ

第5章 政治的 ・社会的な市民の地位

①政党の役割、民主主義の基礎 としての複数政党制 ②労働の権利、組合の役割

③アソシエーションへの参加(共 同の行為)、圧力団体

第4部 民主主義の議論

第6章 民主主義をめぐる議論

①メディアと世論 ②インターネ ットの長所 と危険 ③経済的 ・社会的生活における国家

の役割:公 共企業、公共サー ビス ④欧州連合において国家の役割が問われ る:公 共事業

の民営化、社会保障の見直し ⑤政治的 ・社会的生活における女性:国 会における女性議

員の割合の低さ ⑥仕事における平等:雇 用差別の禁止、現実の給与格差、管理職に就く

女性の割合の低 さ

第5部 国防 と平和

第7章 国防 と平和

①軍隊の役割:国 土と国民を守る、災害時の救助 と復興作業、国外での平和維持活動②1997

年の法律で徴兵制は中止、現在軍隊は職業軍人によって構成 ③国 と欧州の防衛;軍 の指

揮権は大統領にあり、核兵器の使用を決定できる。議会は軍事計画の法を審議 ・投票 し、

軍の投入を決める ④フランスの防衛政策は欧州連合 とNATOの 防衛 システムに連動 ⑥

人道的活動や平和復興のための緊急対応 ⑦国連の役割、国際刑事法廷 ⑧国際的な連帯

と協力:国 連の諸機関とNGO
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Etudesurleprogrammede1'6ducationciviqueenFrance

KAMEKIMakoto

Cette6tudeviseaclarifierdestraitsde1'6ducationciviqueorganis6eaucoll合ge倉angais

parranalyseduprogrammedece賃ematiさre.L'6ducationciviqueestuneformationde

rhommeetducitoyen.Ellepr6pareetpe㎜etlapa面cipationdes61εvesalaviedelacit6.

Lesquatreniveauxducoll¢gereprennentetapProf()ndissentlesnotionsetlesva且eurs

fondamentales.Les61合vessontform6sa1'analysedesitUationsdelaviequotidienneparla

mobihsationdesconnaissancesacquises.Ilssontiniti6sauxm6thodesd'enquetesetde

recherche,alas61ectionetalacompr6hensionde1'information,aujugementcritiqueeta

1「argumentation.

L'6ducationciviquepr6ssupPose,danslepointded6part,unindividudou6dedroitsde

l'homme.Ellemetsurlebutuncitoyen,c'est-a-direunetredou6dudroitdeparticiper査la

viepolitiquedel'Etat.Leprogrammedel「6ducationciviqueobservefermementleprinclpe:

lad6mocratieestfbnd6esurlesdroitsde1'homme.Les61合vesapprennentIesdroitsetles

responsabilit6sducitoyenpoursepr6pareralav童edelacit6,IlsapPrennentaussiqueleurs

droitssontd6fendusparlepouvoirjudiciaire。Deplus,ilss'entra↑nentallexercicederesprit

critiqueetalapratiquede1'argumentationquisontrespect6spour6viterlad6magogie.

D'aprさsleprogrammeder6ducationcivique,led6batestunmoyenpourtoutindivldu

d'exprimersapens6e,etseconfronteraveclapens6edePautreestlaconditionderexistence

dud6batetde1'av6nementd'unesoci6t6d6mocratique.LaFrancevisedgarantir1'int6gration

nationale,toutenrespectant且epluralismedesvaleursdansrespacepriv6,sur1'6tatcommundu

citoyendansrespacepublic.L'(…ducationciviqueapourbutdefbrmerlescitoyensqui

s'organisentetsoutiennentl'int6grationdelaR6publiquefrangaise.
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